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1 本書は、三重県四日市市尾平町地内に所在する

「永井遺跡(ながいいせき)」の発掘調査報告書

である。なお、調査は平成 21年度に第3次調査、

平成 26年度に第4次詔杏を実施し、本書で合わ

せて毅告する。

2 発掘訓杏は、四日市市上下水道局の尾平汚水管

渠布設工事に伴う事前朋査として、四日市市教育

委員会社会教育課が実施した。

3 朋査にかかる経費は、「埋蔵文化財の保存措置

及び発掘調査に関する協議」に基づき、四日市市

上下水道局が全額負担した。

4 第 3次調査は、現地調査を平成 21年1月13日

から 1月]6日まで、第4次調査は、現地調査を

平成 27年1月7日から 1月13日まで実施した。

整理作業は平成27午3月31日まで実施した。

5 朋査面禎は、第3炊柳査 15 '、第4次訊査 26

金である。

6 訊査の体制は、以下のとおりである。

・調杏主体四日市市教育委員会

・調査担当四日市市教育委員会社会教育課

第3炊朋査葛山拓也

第4汰調査加藤淳次川崎志乃

7 本書の執筆・編集は加藤、川崎が行った。

8 本書の方位は、真北を用いた。

9 出土遺物および朋査記録は、四日市市教育委員

会に兆いて保管・管理している。

10 本書における遺構表示略記号は以下のとおりで

ある。

SD :洲 SH :竪穴住居 S K :士坑

例 1 則

1 調査に至る経緯

平成 20年に市内尾平町地内の公共事業に係る遺

跡所在の確認があった。事業計画地は周知の造跡で
'

ある永井遺跡(市遺跡番号 137)に含まれて浦り、

その保護について四日市市上下水道局下水建設課よ

り同年12月16日に埋蔵文化財の保存措置及び発掘

調賓に鬨する恊議の依頼があり、12月24日に回答

を行い、平成 21年1月13日から第3汰調査として

発掘調査を実施した。

また、平成 26年に第3次調査部分に接続する形

で汚水管渠布設工事が実施されることとなった。同

年8月22日に埋蔵文化財の保存措置及び窕掘調査

に関する協議の依頼があり、同日に回符を行い、平

成 27年1月7日から第4次闘査として発掘朋査を

実施した。

^

.

[文化財保護法等にかかる諸手続き]

文化財保護法(以下「法」)等にかかる諸乎続き

は、以下により行0ている。

・法第94条の第1項(事業者通知、県教育長宛)

平成 20年10月24日付、社会第 502 号

・法第 99条第 1項(市教育長報告、県教育長宛)

平成 20年11月10 B付、社会第 502 号一 2

・造失物にかかる埋蔵文化財の発見届(市教畜長届

出、四日市南警察署長宛)

平成 21年1月19日付、社会第悦8 号

・法第 94条の第 1項(事業者通知、県教育長宛)

平成26年7月25日付、社会第 H2 号

・法第的条第1項(市教育長報告、県教育長宛)

平成 26年8月4日付、社会第 H2 号一2

・遺失物にかかる埋蔵文化財の発見届(市教育長届

出、四日市南警察署長宛)

平成 27年1月16日付、社会第 H2号一51 月1」昌. . .
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Ⅱ調査の概要

1 はじめに

四日市市は、南北に細長い三重県の北部に位置し、

東は伊勢湾、西は鈴鹿山脈によって限られ、鈴鹿山

脈から海鳥線に向けて丘陵や台地が延び、沖積平野

へと続いている。江戸時代には東海道の宿場町とし

て栄え、古代においても畿内と束国を結ぶ要衝の地で

あったとぢえられる。

永井迪跡は、海蔵川と三滝川に挟まれた生桑丘陵

地の南東麓、標高 20~30mに位遣し、弥生時代か

ら鎌倉時代にかけての複合辿跡である。この台地は

西側から束側へなだらかな傾斜となり中央には深く

浸食された谷があり、この谷の西端は宅地となって

いる(第 1 図)。

当遺跡は第 1炊閥査が昭和 47年5月~Ⅱ月にか

けて区画整理事業に伴う国庫柿助事業として行われ

た。弥生時代の竪穴住居・方形周泌墓などが硫認さ

れ、竪穴住居が密集した地域、約 500 金が永井遺跡

公園として保存された。また、第2次閥査が平成8

年3河に個人住宅の建て替えに伴い行われ、弥生~

古墳時代にかけての土坑等が硴認、されている。

仂Π藤)
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『四日市市史第二巻史料編考古 1』

四日市市教育委員会

『永井遺跡窕掘御,1査報告』 1973

『四日市市文化財保護年報7』 1996
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2 遺構

朋査区は永井遺跡公園内に位置する(第6図)。

第3次調査(第4図)第3玖閥査区は、公園内の

北西角から幅 0.8m、東方へ長さ 9 m、南力へ長さ

10mのトレンチを設定し、朋査を行0た。

東西方向のトレンチは、大部分が第1次朋査区に

相当tる地点であ0た。

遺物包含層は全体に、厚さ 0.1~0.3m確認でき、

その下部に洲状の寝み2簡所とピット等を検出した。

第4次調査(第5図)第4次訓査区は、第3炊調

査区の南方の延長上に幅lm、長さ8m、束方へ長

さ 18mのトレンチを設定し、朋査を行った。

東西トレンチの東から 3.5m分が第 1次開査区に

相当司、る地点であった。

遺物包含屑は全体に、厚さ 0.1~0.3m刷醸忍でき、

その下部に竪穴住居3箇所、士坑5箇所、洲辻箇所、

ビット等を検出した。以下に主な過拙の概略を記t。

S H401・ S H404 南北力向のトレンチ南部で S K

408 と重複している。 3 mxo.9m深さ 0.2mを検出

した。出士辿物は弥生土器釧片が混在していたが、

7世紀前半の須恵器高杯が出士したことから、 SH

401が 7世紀前半の竪穴住居と判断した。

S H409 南北方向のトレンチ中央部で、 S D4舵

と重複寸る。 1.5m xo.7m深さ 0.16mを検出した。

土師器釦片が出士している。時捌灼には、古墳時代

後甥と考えられる。

S K408 焼土プロックを多く含んでおり、被熱に

よって床面が硬化していた。

S D402 南北方向のトレンチ北部でS H409 と重

複司、る。幅 1,1m長さ 0.9m深さ 0.2mを検出した。

士師器の細片が出土している。

3 遺物

弥生時代から中世前期に至る各時代の士器が出士

しているが、細片が多く遺存状態も悪い。量的には、

第3次閥査区では弥生士器が多く、第4炊調査区で

は弥生土器と古墳畔代後捌の土師器が多い。以下に、

出士遺物の概要を記す。

SH401 出土遺物(1・ 2) 1は須恵器無蓋高杯

の口縁部であり、 2は須恵器高杯の脚部である。 2

の脚部中央付近には沈線が巡らされているものの、

透孔がないととから7世紀前半の所産と考えられる。

包含層出土遺物(3~12) 3~10 は弥生土器で

ある。 3~ 7 は壺であり、 3 は頸部から大きく外反

し、端而にはへラ状工具で施文が施されている。

5 ・ 6 は平底の底部である。 8 は脚付壺の脚部であ

る。 9 は受口状口縁那であり、 10 はS字状口縁台

付鄭である。いずれも弥生時代終末期の所産である。

Ⅱは士師器鉢であり、古墳時代後期の所産と考え

られる。 12 は山茶碗である。

SH401(1 ・ 2)

包含層(3~12)
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今回の蘭査では、畷穴住居や洲および士坑、ピッ

トが密集して科航忍された。各辿構は調査区が狭小な

ために、部分的な検出にとどまり全体像は明確では

なレ、

しかし、過去の調査と照合して汚慮すると、第 1

炊朋査区で確認、されていた弥生時代後期から古墳時

代後期にかけての堅穴住居群がさらに西仙にも広が

る点、訊査区西部に位霞する第2炊朋査区でも同時

期の柱穴や迪物が列露忍されている点から、これらの

遺構は途切れることなく一帯に広く分布しているこ

とが明らかになった。 U111昭D
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行日 2015(平成27)年8月31日

特記事項

調査原医

41m

主な造物

弥生土器、士師器

尾平汚水管渠
布設工事
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